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飛躍の先には、にぎわいと発展 未来の古河市のために貢献します

　

古
河
市
の
針
谷
力
市
長
は
、
３
期
目
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
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児
童
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ロ
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学
校
給
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費

無
償
化
、
未
来
産
業
用
地
（
東
山
田
・
谷
貝
地
区
）
の
開
発
な
ど
、
福
祉
か
ら

無
償
化
、
未
来
産
業
用
地
（
東
山
田
・
谷
貝
地
区
）
の
開
発
な
ど
、
福
祉
か
ら

産
業
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
政
策
を
実
現
し
て
き
た
。
３
期
目
に
つ
い
て
は
「
実

産
業
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
政
策
を
実
現
し
て
き
た
。
３
期
目
に
つ
い
て
は
「
実

績
の
継
続
」
と
話
し
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
政
策
を
継
続
し
て
い
く
だ
け
で

績
の
継
続
」
と
話
し
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
政
策
を
継
続
し
て
い
く
だ
け
で

な
く
、
大
堤
地
区
の
新
た
な
開
発
、（
仮
称
）
新
公
会
堂
の
建
設
な
ど
、
さ
ら

な
く
、
大
堤
地
区
の
新
た
な
開
発
、（
仮
称
）
新
公
会
堂
の
建
設
な
ど
、
さ
ら

な
る
発
展
と
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

な
る
発
展
と
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

期
目
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

を
継
続
し
つ
つ
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
対
応
し
て
い
き
、
豊
富
な
地
域
資
源

や
産
業
基
盤
を
有
す
る
本
市
の
ポ
テ
ン

―
３
期
目
の
抱
負
に
つ
い
て

　

針
谷　

こ
れ
ま
で
の
８
年
間
で
、
行

政
運
営
の
効
率
化
や
見
直
し
を
実
施
、

地
方
債
残
高
の
減
少
や
基
金
積
立
金
の

増
加
に
よ
り
、
市
の
財
政
健
全
化
だ
け

で
な
く
、
企
業
誘
致
に
よ
り
安
定
し
た

税
収
の
確
保
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
３

シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
飛
躍

す
る
古
河
市
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
社
会
に

向
け
た
市
政
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
限
ら
れ
て
い
る
財
源
の
な

か
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
発
展
を
進
め
る

だ
け
で
な
く
、
国
、
県
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
新
た
な
財
源
を
作
っ
て
い
く

こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
総
合
計
画
に

あ
る
も
の
を
着
実
に
進
め
て
い
く
ほ

か
、
未
来
産
業
用
地
の
開
発
を
進
め
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
、
工
業
団
地
へ
の
企

業
誘
致
を
行
い
、
課
題
解
決
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

―
重
点
政
策
に
つ
い
て

【
教
育
・
福
祉
の
充
実

】

　

針
谷　

こ
れ
ま
で
に
、
保
育
所
待
機

児
童
ゼ
ロ
の
達
成
や
小
中
学
校
給
食
費

の
無
償
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
。
今
後
も
、
小
中
学
校
給
食
費
の
無

償
化
を
継
続
し
、
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
く
ほ
か
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

な
ど
へ
の
支
援
に
も
継
続
し
て
取
り
組

み
、
児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細

か
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
増
進
に
つ
い
て
も
重
要

で
す
。
各
種
予
防
接
種
の
支
援
や
、
が

ん
検
診
等
の
受
診
率
向
上
に
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
が
交
流
で
き
る
場
所
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
家
の
近
く
に
コ
ン
ビ
ニ

や
ス
ー
パ
ー
が
な
く
、
買
い
物
に
困
っ

て
い
る
高
齢
者
を
支
援
す
る
た
め
、
民

間
事
業
者
と
連
携
し
、
移
動
販
売
車
な

ど
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
環
境
に
お
い
て
は
、
現
在
小
中

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に
向

け
、
設
計
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
児
童

生
徒
の
健
康
へ
の
配
慮
、
災
害
時
に
お

け
る
避
難
所
機
能
向
上
の
目
的
と
し

て
、
今
後
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
た
な
文
化
拠
点
と
し
て
、（
仮
称
）

新
公
会
堂
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
内
に
は
委
員
会
か
ら
の
中
間
報
告

が
あ
り
、
中
間
報
告
を
基
に
予
算
化
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
よ

り
も
市
民
の
声
を
大
切
に
し
、
市
民
か

ら
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
マ
ー
ク
が
つ
く
よ

う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

し
っ
か
り
と
市
民
に
説
明
し
た
う
え
で

進
め
て
い
き
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
る
施
設
を

目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

【
都
市
基
盤
の
充
実

】

　

針
谷　

こ
れ
ま
で
災
害
に
強
く
、
安

心
・
安
全
で
利
便
性
が
あ
り
、
に
ぎ
わ

い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
都

市
基
盤
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
特
に
、
古
河
駅
東
部
土
地
区
画
整

理
事
業
は
着
実
に
進
展
し
、
北
側
大
街

区
で
は
商
業
施
設
の
建
設
が
進
ん
で
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
大
堤
地
区
に
お

い
て
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
し

て
、
映
画
館
や
イ
ン
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
施

設
を
有
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

の
誘
致
を
官
民
連
携
で
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

通
学
路
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
道
路

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
安
心
・
安
全
に

直
結
す
る
こ
と
か
ら
、
着
実
に
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
災
害
に
強
く
、

円
滑
な
経
済
活
動
を
牽
引
す
る
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
向
け
、
筑
西

幹
線
道
路
の
延
伸
を
は
じ
め
、
幹
線
道

路
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
防
災
機
能
強
化
も
重
要
と
な
り
ま

す
。
市
民
参
加
の
防
災
訓
練
や
民
間

事
業
者
と
の
防
災
協
定
な
ど
に
よ
り
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
地
域
の
防
災

力
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
水
害
対
策

に
つ
い
て
は
、
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
の

堤
防
強
化
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
関
係
自
治
体
と
協
調
し
て
、
国

へ
の
要
望
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
産
業
の
育
成

】

　

針
谷　

雇
用
の
創
出
と
地
域
経
済
の

活
性
化
、
定
住
人
口
の
維
持
・
拡
大
に

向
け
て
、
産
業
の
育
成
、
産
業
基
盤
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

東
山
田
・
谷
貝
地
区
に
お
い
て
は
、

官
民
連
携
で
産
業
用
地
の
整
備
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
立
地
企
業
の
造
成
に
あ

わ
せ
て
、
周
辺
道
路
や
水
路
な
ど
の
整

備
を
市
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

開
発
エ
リ
ア
を
拡
張
し
、
さ
ら
な
る
産

業
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

諸
川
地
区
の
古
河
産
業
技
術
専
門
学

院
跡
地
に
お
い
て
、
学
校
法
人
タ
イ
ケ

ン
学
園
と
専
門
学
校
の
設
置
に
向
け
た

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
も
の
づ

く
り
専
門
学
校
と
し
て
、
製
造
業
、
農

業
な
ど
の
分
野
で
活
躍
で
き
る
技
術
者

の
育
成
を
目
指
し
て
お
り
、
地
元
企
業

や
地
域
経
済
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。
今
後
は
タ
イ
ケ
ン

学
園
と
協
力
し
つ
つ
、
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

―
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　

針
谷　

昨
年
５
月
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
包
摂
社
会
と
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
の
古
河
（
ま
ち
）」
と
し

て
、
多
様
な
人
々
が
互
い
に
尊
重
さ

れ
、
持
続
可
能
な
社
会
・
経
済
・
環
境

の
実
現
に
向
け
た
本
市
の
決
意
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
職
員
と
と
も

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
理
念
に
基

づ
き
、
各
政
策
を
力
強
く
推
進
し
、
全

国
を
先
導
す
る
、
未
来
へ
大
き
く
夢
広

が
る
古
河
市
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

（
就
任
会
見
お
よ
び
昨
年
12
月
17
日
定

例
会
所
信
表
明
を
基
に
作
成
）

豊
富
な
地
域
資
源
と

産
業
基
盤
を
生
か
す

３期目３期目就任インタビュー就任インタビュー
実
績
継
続
、

  

さ
ら
な
る
発
展
を

３期目の初登庁で、市のさらなる発展を決意
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さらなる隆盛と誰もが住みやすい まちづくりに貢献します

安全祈願祭イメージパース

まちに開かれた
開放性のある外観

　総和地域交流センターは、総和庁舎に隣接し、1階中央
に図書エリアを配置。多目的スタジオや交流サロン、研
修室 2室を設けるほか、創作室、事務室などを備える。
　2階部分には、中央を吹き抜けとし、多目的スタジオを
2室、研修室を 3室、キッチンスタジオを配置。屋上部分
においてはハイサイド窓や太陽光パネルの設置を予定す

る。延べ床面積が 2653・22㎡となる。完成は 2025 年 12
月を予定している。
　設計が昭和設計・日本工営都市空間 JV、施工は、建築
工事を坂東工業・サンワ設計・栗原建設 JV、機械設備工
事が暁飯島工業・平建設 JV、電気設備工事は野本電設工
業とエフ・エー・システム JV が担当。

2 総和地域交流センター起工

立地協定締結式

　未来産業用地「東山田・谷貝地区」
には、4社が新たに立地する。地区 A、
B、C、D と 4 つに分かれ、地区 A（約
8・4ha）には三協フロンティア（千葉県
柏市）が、ユニットハウスのパーツ製造
工場を予定。地区 B（約 4・1ha）はセイ
シン企業（渋谷区）。
　地区 C（約 3・6ha）においては、関東
建運（古河市）が物流倉庫を計画。地区
D（約 3・7ha）については、イチネンケ
ミカルズ（港区）が、化学品の製造工場
建設を予定し、今後は新たに北側約 9・
5haにかけて拡張を計画。2024年 12月、
国の同意を得た。基本計画の同意後、
地権者との合意を得て、新規企業の募
集などを中心に進めていく。

1 東山田・谷貝地区に4社立地

利根川上流河川事務所にて要望活動県庁にて要望活動（女沼川改修整備促進期成同盟会）

　県境に位置する渡良瀬遊水地や、市内を流れる女沼川
の治水事業について要望活動を実施。渡良瀬遊水地の治
水事業促進については利根川上流河川事務所に、女沼川

河川改修は県土木部に要望書を手渡した。それぞれ、早
期改修などを目的としており、市民の安心・安全の確保
を目指している。

3 防災強化、国、県に要望活動

古河市建設業協会との意見交換会 古河市電設業協会と清掃活動

　古河市建設業協会と毎年意見交換会を開催。時間外労
働上限規制適用、設定工期、資材価格高騰への対応など
に関して意見を交わしている。

　古河市電設業協会とは、2023 年から秋に庁舎付近の清
掃活動を実施。付近の道路沿いを清掃し、周辺環境の美
化に努めている。

4 建設関連団体との活動

プロフィール
針谷力（はりや・ちから）1961
年 5月 28日生まれの 63歳。古
河市出身。獨協大学法学部卒業。
95年 5月に古河市議会議員に初
当選し、2007年には古河市議会
議長に就任。市議会議員を 6期
務めた後、16 年 12 月に市長就
任。現在 3期目。

針谷 力 古河市長 針谷 力 古河市長 
（仮称）新公会堂建設は（仮称）新公会堂建設は
 市民の声を大切に 市民の声を大切に

これまでの主な実績これまでの主な実績


